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第 4 章は、第 3 章の結果を受けて、Badung 地区に焦点を当てつつ生活用水と観光用水
の利用量の変化を詳細に分析している。また実際にバリ島の水供給状況を調べて、その











観光用水と生活用水の地下水利用量は年間 210 万 m3 と推定され、既往研究に基づくこの
地域の持続可能な地下水利用量を超えていることを明らかにしている。 
第 6 章は結論であり、本論の成果を取りまとめている。  
 
 




(1) バリ島の域内総生産 (GRDP)統計によれば、1994 年から 2013 年の 20 年間に地域
の経済は農業中心から観光業中心に変化してきた。その結果、農業用水の利用も減少
したものの、その減少率は 2.7 %程度にとどまっており、依然としてバリ島の水利用
の約 9 割を農業用水が占める。また 2003 年以降の後半 10 年間は、その利用量が増加
傾向にあり、今後も同島の水資源は地域的・季節的に逼迫する可能性がある。  
(2) バリ島全体の生活用水は、同上 20 年間に 1.1 億 m3 から 1.5 億 m3 に、観光用水
は 0.17 億 m3 から 0.28 億 m3 に増加した。農業用水に比べると観光用水の絶対量は小




水需要が高まる。バリ島全体の水資源賦存量は 35 億 m3 から 71 億 m3 程度と推定され、
この結果はインドネシア政府や JICA 報告書とも整合している。地域的、季節的な変
動を加味すると、水供給に対する水資源賦存量が不足する地域及び時期が特定され、
特に観光業の盛んな Badung 地区では乾季の水資源が不足することが明らかになった。 
(4) 観光用水と生活用水の割合を 1988 年から 2013 年まで調べた結果、観光用水が
その両者に占める割合は、1988 年で約 7 %であったのに対し、2013 年には 16 %にま
で増加している。この期間中に水供給施設の能力改善も進められ、生活用水と観光用









給は 1999 年時点で 75 %が地下水に依存していたのに対し、2013 年では 54 %の依存に
軽減していることが分かった。その背景には、より高度に表流水を活用する水道施設
の建設などがある。地下水依存の割合が減少しているとはいえ、観光用水と生活用水




博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。また、平成 30 年 1 月 22 日に、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取
得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、未公表箇所が全て論文掲載されるに至るまでの間、当該論文の全文に代えて
その内容を要約したものとすることを認める。  
 
